
●学校だより「明倫」 №１０               令和 7 年 ６月 ５日 
 

■「自分事」「自分たち事」となる学びの充実に向けて 
 

２日（月）から、日高東中の２年生３名（いずれも府中小の出身）がトライやる・ウィ
ークで府中小に来ています。体育の授業や給食・そうじを手伝ったり、大休憩や昼休みに
低学年を中心に小学生と一緒に遊んだりと大活躍です。 

小学生から見れば格好いい府中小の先輩、憧れの中学生です。トライやる後の活躍も日
高東中の先生方から聞けることを楽しみにしています。 

 
さて、昨年度から学校運営に参画いただく趣旨で「コミュニティ・スクール（学校運営

協議会）」がスタートしており、５月１９日（月）に第１回を開催し、子どもたちの学び
の充実に向けご協議いただきました。 

 
ちなみに本市のめざす「コミュニティ・スクール」として次のような記述があります。 

 
 地域においては旧小学校区を基本に地域コミュニティ組織があり、子どもへの地域への愛着の醸成
や地域行事への参画を促すような取組等、保護者や地域住民の教育活動への参画を学校とともに促進
していくことが求められる。加えて、コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の実用的な活用を
推進していくことが重要である。                【第５次とよおか教育プラン】 
 
  

また、本年度の委員の皆様は次の通りです。 
 
 <学校運営協議会委員>（敬称略） 

・コミュニティこくふ会長：西村 一範  ・国府地区区長会長：西村 重喜 
・スポーツクラブ２１代表：小山 通代  ・主任民生児童委員：辻井 明未 
・府 中 P Ｔ Ａ 会 長：今井 啓太  ・府中ＰＴＡ副会長：廣川 祥子、清水 俊博 

 
 

授業参観後の意見交換では、以下の示唆をいただくことができました。 
・「全体では発言がしにくい子が自分の意見を出すことのできるタブレットのよさ」と

「挙手して全体の場で発言するよさ」のバランスが大切なのではないか。 
・高学年のリーダーシップと高学年を支える下級生のフォロアーシップを並行して育成す

ることが大切なのではないか。 
・朝の挨拶が弱いのではないか。（下校時には、畑仕事をしていると「こんにちは」「無理

はしないでくださいね」と挨拶してくれる子がいる） 
これらを参考に、今後も継続して、保護者・地域の方々と協力し、子どもたちの「自分

事」「自分たち事」となる学びの充実に取り組んでいければと考えています。どうぞよろ
しくお願いします。                      

（校長  山本 考一） 
 
 

 
あさって７日（土）に日高文化体育館で開催される『「植村直己冒険賞」授賞式・記念講演会』のオープ

ニングで、本校の３・４年生が合唱♪チャレンジ♪を披露します。開場は１２：３０、開演は１３：３０で

す。ご都合がつく方は、ぜひ、子どもたちの頑張りを見てください。どうぞよろしくお願いします。 

また、この日は全校生の授業日としているため、弁当持参となります。１４：５０～に予定している引き

渡し訓練と併せて、どうぞよろしくお願いします。 

 
 

校長ブログ：府中っ子の学校での様子をお伝えします。（パスワード：０７１５） 
 
学校教育目標「自分を伸ばす みんなで高め合う 府中っ子～「自分事」「自分たち事」となる学びの創造～」 

 
PTAスローガン「絆とつながり～学校と地域で子どもたちの未来を育む～」 


